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応募
　方法 Eメールでも応募できます。 

市民文芸
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募す
る壇名をはっきり書き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センター
へ。短歌、俳句、川柳の併記は不可。毎月15日締め切り。
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光
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評  
一
首
目
。
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な
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を
淡
々
と
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て
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無
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感
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と
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を
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潮
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猫
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茶
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潮
騒
が
涼
し
さ
を
呼
ぶ
の
で
あ
り
、
潮
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句
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落
石
に
あ
た
る
あ
た
ら
ぬ
そ
れ
も
運　

平
間　

大
恵

美
し
く
老
い
た
し
今
日
も
舞
扇　
　
　

米
沢　

礼
子

圏
外
は
妻
に
気
兼
ね
の
し
な
い
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評  
一
句
目
。
禄
を 
食 
む
身
は
忍
従
一
途
。
退
職
し

は

て
毎
日
が
日
曜
日
の
自
由
を
得
た
身
は
悠
々
自
適
、

本
当
の
人
生
は
こ
れ
か
ら
か
も
。
二
句
目
。
痛
く
な

い
腹
を
探
ら
れ
る
の
は
煩
わ
し
い
が
、
夫
と
し
て
悪

い
気
も
し
な
い
。
妻
の
し
っ
と
心
も
、
き
つ
ね
色
ま

で
な
ら
か
わ
い
げ
が
あ
る
と
い
う
も
の
。
三
句
目
。

相
手
の
長
所
が
見
れ
る
か
ら
ほ
め
言
葉
も
出
る
。
老

若
に
関
係
な
く
自
分
の
長
所
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
は

う
れ
し
い
。
八
句
目
は
携
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電
話
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。
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私
た
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も
応
援
し
て
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ま
す
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白
石
キ
ュ
ー
ブ
合
唱
団
（
柿
崎
六
郎

団
長
）
は
、
市
民
合
唱
団
と
し
て
キ
ュ

ー
ブ
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
約　

人
で
、

90

主
婦
や
会
社
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

練
習
は
週
１
回
（
金
曜
日
の
夜
）、
経
験

者
は
わ
ず
か
で
す
が
、
佐
々
木
隆
行
先

生
の
指
導
の
下
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
重
ね

て
い
く
た
び
実
力
も
備
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

私
た
ち
は
国
体
の
開
始
式
で
、
昨
年

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
同
様
、
組
曲

「
蔵
王
」
を
合
唱
し
、
選
手
の
皆
さ
ん

を
歓
迎
し
ま
す
。
ま
た
、「
君
が
代
」

「
若
い
力
」
の
合
唱
も
担
当
し
ま
す
。

　

組
曲
「
蔵
王
」
は
蔵
王
の
雄
大
さ
と
、

小
さ
な
命
を
は
ぐ
く
む
繊
細
さ
が
詩
に

込
め
ら
れ
た
曲
。
こ
の
曲
を
合
唱
し
な

が
ら
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
感
銘
を

与
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

こ
の
歌
を
通
し
て
、
試
技
の
前
で
緊
張

し
て
い
る
選
手
の
皆
さ
ん
に
、
い
く
ら

か
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
国
体
の
開
始
式
で

私
た
ち
と
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？　

練
習
は
８
月　

・　

日
、
９
月

24

31

　

・　

日
の
夜
７
時
か
ら
８
時
ま
で
行

14

28

い
ま
す
。
気
軽
に
キ
ュ
ー
ブ
ま
で
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

成
功
さ
せ
よ
う
�
み
や
ぎ
国
体

白
石
市
は
「
新
体
操
競
技
」
と

「
山
岳
競
技
」
の
開
催
地
で
す
。

(koho@city . sh i ro ish i .m iyag i . jp )

�
指
導
に
当
た
る
佐
々
木
先
生
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　私たちのサークルは、定年後の年金

ライフを健康で楽しく暮らしたいとい

う人たちが集まってできた社交ダンス

のサークルです。

　社交ダンスは、軽スポーツとして中

高年層でも大変普及していますが、足

腰は鍛えられるし健康維持に最適です。

いろいろなステップを覚え、軽快なリ

ズムに合わせて踊れるようになったと

きの気分は最高で、つい夢中になって

しまいます。

　跡部政敏先生を講師に、毎週火曜日

午前10時から12時まで中央公民館で

レッスンをしています。メンバーは男

性８名、女性14名の計22名、年齢もさ

まざまで、80歳を超えた方もいます。

　より多くの方々にダンスの楽しさを

知ってもらい、いろいろな人との出会

いを楽しもうということがサークルの

趣旨ですので、気軽にどうぞ一度見に

きてください。

◯問 中央公民館　�26-2453

踊れる
ようになったときの気分は最高

★
マ
イサ
ークル

　

★

厚
生

年
金白石ダンス

ク
ラ

ブ
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白川中学校　「巣箱作りと無人駅清掃」で日本善行会表彰

　巣箱を作り、野鳥と自然保護に努め、また、無

人駅（北白川駅）の清掃奉仕に取り組んでいる白

川中学校は５月26日、社団法人日本善行会（会

長：鈴木俊一元都知事）の平成13年度青少年善行

表彰を受けました。

　日本善行会は毎年５月、環境美化、社会福祉、

自然愛護などの分野で善行活動に努めた全国の

個人、団体をたたえており、今回は249人、120団

体を表彰しました。

　白川中学校の巣箱

作りは昭和26年以来、

50年間続いているも

ので、作った巣箱は

学校近くの天神社の

森に設置しています。

　北白川駅の清掃奉

仕は平成７年度から

始め、待合室、トイレ、

ホーム、階段などを

清掃し、駅の環境美

化に取り組んでいます。

　生徒会長の吉田将太さんは「今回、このような

名誉ある表彰を受け、私たち生徒にとって大変励

みになりました。これからも、今までの白川中の

伝統を忘れず、地域とのふれあいを大切にし、地

域のために自分たちができる活動を続けていき

たいと思います」と抱負を話してくれました。

�
北
白
川
駅
で
の
清
掃
活
動

▼天神社の森に設置されている巣箱


